
参加者の感想 

・具体的な話の内容であり、わかりやすかった。朗読もとてもよく、心うたれる内容であった。 

・体験もすることで、自分事として感じたり考えたりすることができた。周りの人にも内容を伝え、

少しでも理解が広まったり深まったりするために、自分にできることをしたいと思った。 

「地域づくり型生涯学習」講座コーディネート事業  

 

羽島市にて「障がい者と人権」講話を実施しました 

 

 

  

  

 

 

日 時 令和 4年 12月 11日（日） 

13：30～15：15 

場 所 不二羽島文化センター 

対 象 人権や社会教育関係等の各委員、 

学校関係者、子ども会関係者、 

一般市民等 88名 

講 師 各務原市手をつなぐ育成会 

大谷 弘 氏 

「障がい者と人権」  

・街の中や公園で、困っている人や工夫されて 

いるところを探そう 

・ヘルプマークについて 

・体験してみよう 

 ＊言葉を絵に描いてみよう 

＊軍手２枚を着けて折り紙を折ってみよう 

・平等と配慮について考えよう 

・やさしさの輪を広げよう 

コーディネート事業を利用して 

・障がいのある人に対して、理解を深め差別解消や交流のきっかけとなるよう、体験・朗読等

を交えながらお話しいただいた。 

・市民一人ひとりが人権について考え、地域ぐるみで人権を尊重することの重要性を正しく理

解する契機となるよう、来年度以降も、引き続き開催したい。 

 


